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第２０期マネジメントサマリー



第20期マネジメントサマリー

中期経営計画２年目となる第２１期へ

営業、経常、当期、全ての利益項目において黒字化 ３期ぶりに配当実施へ

第20期（2011年6月期）キーワード ～営業力と技術力～

２．安定収益の確保

• 都内事業所を１か所に集約、テスティング事業にて事業再構築施策等グループ全体の経費削減

• 前期赤字事業会社４社売却による損失削減効果もあり、営業、経常、当期の各利益項目で黒字化

１．グループ連携によりお客様の多様な要望に応える体制の整備

• グループ営業会議を定例化

• ITソリューション事業内において業務協力体制を構築→ACMOSソーシングサービス㈱の黒字化に貢献

東日本大震災を受け、電力、交通、通信、医療等の社会インフラや、行政サービスを支えるシステムに
関わる企業として、安心安全を届ける ＩＴサービス、ＩＴソリューションの重要性を認識。

３．持続的成長のための人財力、技術力の強化

• 技術資格取得の推進、管理職研修制度の充実

• 厚生労働省認定 「実践型人材養成システム訓練制度」の活用（アクモス新入社員研修）

第２１期 事業計画



第21期 基本方針

中期経営計画（中計）中間年の第21期は、前期に続き安定収益の確保に注力しつつ、
新製品、新サービスの開発を促進し、中計の目標達成を目指す

中堅のＩＴソリューションベンダーとして事業基盤を確立、安定的収益を確保

第21期 アクモスグループ基本方針

中期経営計画での達成目標

「ＩＴサービス領域の拡大と質の深化」と
「安心・安全なリスク・マネージメント」の確立

サービス領域の拡大

リスクマネージメントの強化

人材育成の実施

自主受注体制の確立

アクモスグループ 事業体制

ＩＴソリューショングループ企業

ACMOSソーシングサービス株式会社

株式会社ジイズスタッフ

単体ＩＴソリューション群

ＩＴソリューション事業部

ビジネスソリューション事業部

ネットワークソリューション事業部

・制御系システム
・エンベデットシステム
・保守・運用サービス
・システム監視サービス

・業務系システム開発
・基幹系システム開発
・情報系システム開発

・インフラソリューション
・ネットワーク構築
・ｉＤＣ運用保守サービス

・病院システム運用開発
・業務系、基幹系システム開発
・ヘルプデスク

・情報処理サービス
・ＢＰＯサービス

株式会社エクスカル

・規格認証サービス
・第三者検証サービス
・ユーザビリティ

グループ各社のＩＴソリューション、ＩＴサービスを組み合わせて、お客様の多様なニーズにワンストップでご対応いたします。

アクモス株式会社

ＩＴサービスグループ企業



第21期 業績予想

2011年6月期
実績

2012年6月期
予想

売上高 3,320 3,400 2.4%

営業利益 121 100 △17.4%

経常利益 125 100 △20.2%

当期純利益 42 80 88.5%

1株当たり当期純利益(円) 437.63 824.78 —

（単位：百万円 1株当たり情報を除く）

連結

ＩＴソリューション、ＩＴサービス両セグメントで需要増の見込み
電力系システム開発分野の受注回復は2012年以降

※ ％表示は、対前期増減率。2012年6月期の予想には新規Ｍ＆Ａに等による影響は見込んでおりません。

連結相殺前セグメント別 2011年6月期 2012年6月期

ＩＴソリューション
売上高 2.902 3,018

営業利益 152 118

ＩＴサービス
売上高 484 502

営業利益 56 37

（単位：百万円）

実 績実 績

アクモスグループ 売上高推移

2,251

2,902 3,018

606

484
502

3 ,400

3 ,320

3 ,911

5 ,000

3 ,900

3 ,300

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

19期 20期 21期 22期

（単位：百万円）

： ＩＴソリューション事業

： ＩＴサービス事業

(注1)21期の予想値3,400百万円と中期計画値の差分は、新規M&A分の計画値分の差となっております。

(注2)ＩＴソリューション事業、ＩＴサービス事業は、連結相殺前の数値となっております。

中期計画の計画値

既存事業分

M&A計画分

連結売上高推移（21期は予想）

2,857

3,387
3,514

(注3)19期の連結売上高には、期中に撤退した人材事業分を含んでおります。



実 績実 績

アクモスグループ 当期利益推移
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（単位：百万円）

20期営業利益121百万円
（19期は 営業損失105百万円）

20期経常利益125百万円
（19期は 経常損失66百万円）

2011/8/2通期予想値

中期経営計画 当期純利益

Android応用システム開発

ＩＴソリューション事業 スマートフォン関連プロジェクト

スマートフォンメーカーにて次世代通信方式“LTE”に対応する次世代の携帯端末の開発を担当し、
NTT DoCoMoより今秋モデルのラインナップの
常駐先メーカーの新機種として、発表・発売
されました。

Google社の携帯端末用OS Androidを
次世代通信網“LTE”に対応した最新ハードウェアで動作させるための開発業務

業務用
Android

アプリ開発

Android

応用携帯
端末開発

Android搭載
スマートフォン開発

世界最先端の商品開発を行うメーカー
への技術者支援

技術・市場のトレンドの先端業務

Android応用システムの自社開発へ



ＣＴＩ装置ＣＴＩ装置

ＣＴＩサーバＣＴＩサーバ ＧＩＳＧＩＳ

ＩＴソリューション事業 研究開発プロジェクト

音声データ

テキスﾄデータ

電話・携帯電話

メール等

社会インフラ向け 通信系ソリューション開発プロジェクトの推進

通信系のＣＴＩシステムと地理情報システムの統合イメージ

ＣＴＩ：Computer Telephony Integration
ＧＩＳ：Geographic Information System

アクモスブランド製品の開発

中国サテライト韓国サテライト

ベトナム サテライト
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Ｈ／Ｗテスト
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Ｓ／Ｗ評価用
プログラム
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・沖縄県 情報関連産業
雇用創出人材育成事業
採択

・ユーザビリティを考慮し
たデジタル機器接続検証
方法の確立と事業化採択

・2011年10月 沖縄県

ハーベル社内に「接続互
換性検証センター（仮称）
設立

Here is a Vietnam satellite.
The camera is adjusted. 
When it is possible to prepare 
it, it calls it.

这是上海卫星。
打开着评价次序的文件。
请稍微等候。

Here is an Korean satellite. 
It is preparation 
completion. 
Please direct it. 

ＩＴサービス事業 株式会社エクスカル
接続互換検証センター 沖縄アジア・オセアニアハブ構想

当アライアンス事業の特色



アクモスグループ 配当の状況

配当政策

利益配分に関する基本方針

【利益配分に関する基本方針】

・配当資源確保のための収益力向上を図る

・財政基盤の強化に努める

・単体当期純利益に対する配当性向30％を目標

に連結業績、財政状態、内部留保を総合的に勘
案し配当を行う
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(予想)

記念配当

普通配当

配当の状況（１株当たり年間配当金）

安定的な期末配当の実現を目指す。 第21期の期末配当予想は1株当たり200円

変更点変更点 連結当期純利益を基礎とする配当性向目標から、
単体当期純利益を基礎とする配当性向目標に変更

人と技術と感動を For the all Happiness

■本資料について■

本資料に記載されている将来の見通しなどについては、本資料の発表日時点で入手可能な情報
に基づいて作成されたものです。今後、当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、需給関係等
の変化にともない、業績見通しが変更される可能性があります。

また、本資料は、当社の株式購入など投資を勧誘する目的で作成されたものではありません。

なお、本資料の将来の見通しに関する記述に関しましては、法令上その手続きが必要となる場合
を除き、事前の予告なく変更する場合がございますので、予めご了承ください。

アクモス株式会社

経営情報管理部 ＩＲ・コーポレート室 ＴＥＬ：０３－５２１７－３１２３


